紙芝居原稿（第２次案）　忌憚のないご意見を、短くするのは大歓迎
１６～２０分
2012/3/15
①
　消費税の増税が大きな問題になっています。多くの人が「消費税の値上げには反対だけど、社会保障がもたないなら……」とか「国の財政がこれ以上悪くなったら大変……」とかいろんな心配の声が聞かれます。
消費税に頼らないでも社会保障や財政をよくする方法があるなら、その方がいいに決まってますよね。最近、日本共産党は、みなさんのそういう声にこたえて、ある「提言」を発表しました。「消費税大増税ストップ！社会保障充実、財政危機打開の提言」がそれです。そこで今日は、石村とも子さんと仁比そう平さんにその『提言』について話し合ってもらいました。
　
②
とも子「最近、ネットの上である演説が話題になってるそうね。ちょっと読んでみるね。『マニフェスト、イギリスで始まりました。ルールがあるんです。書いてあることは命がけで実行する。書いてないことはやらないんです。それがルールです。書いてないことを平気でやる。これっておかしいと思いませんか』
そう平「いいこと言うね。誰の演説？」
とも子「その人の名は、野田佳彦（よしひこ）。２００９年の政権交代直前の街頭演説よ」
そう平「え？最近の話とずいぶん違うね。今は『ネバー、ネバー、ネバー、ネバー・ギブアップ』とネバーを４回も重ねて消費税増税の決意を表明しているよ。さ来年までに８％、その翌年までに１０％にすると言っている」
とも子「民主党のマニフェストには、『４年間は絶対に消費税はあげません』と言っていたのよ」
そう平「まるで詐欺だね。『ウソをつくなら１票返せ』と言いたいね」
③
とも子「こんどの増税にはずいぶん、問題がありそうね」
そう平「そうだよ。第１に“ムダを続けて大増税”。『コンクリートから人へ』と言って、ムダの象徴のように言ってきた八ツ場（やんば）ダム。中止を約束していたのに、いつの間にかそのまま進めている。９０００億円もかかるんだ」
とも子「東京外環道というのもすごいわね。『１メートル１億円』だそうよ」
そう平「Ｆ３５という次期戦闘機もすごいよ。１機９９億円もするのに、カタログだけで購入を決めたそうだ。試験飛行のたびに問題が起きて、共同開発に加わってきたカナダやオーストラリアはもうやめたといってるよ」
とも子「民主党は、『国会議員がまず身を削れ』と言って衆議院の比例定数を８０人も減らせと言ってるわ」
そう平「全くすじちがいの話だ。日本の国会議員は諸外国に比べると今でもそう多くはない。国会議員、とくに衆議院の比例定数を減らすというのは、草の根の意見を減らすのと同じだ。「消費税増税反対」の声を国会からしめ出そうという魂胆が見え見えだ。民主主義を守る上でも絶対に許せない。国会議員を８０人減らして浮くお金は５６億円。政党助成金３２０億円をやめれば４５７人の国会議員を減らすのと同じ金額だ。『身を削れ』というなら、憲法違反の政党助成金をまずやめるべきだよ」
④
とも子「本当にそうね。第２は“社会保障をけずって大増税”」
そう平「先日、日本共産党の志位委員長が国会で追及したよね。消費税増税分の５％、
１３．５兆円のうち社会保障の新しい仕事にいくら使うのかと聞いたら、２．７兆円と正直に答えた。たった１％分だよ。その上、新たに削られる社会保障が２．７兆円。差し引きゼロだ」
とも子「それだけじゃないよ。中長期では、年金の支給年齢が順次引き上げられる。６８歳まで引き上げられると６兆円、７０歳まで引き上げられると１０兆円も年金が減るのよ」
そう平「やらず、ぶったくりっていうけど、本当にひどい話だね」
とも子「それだけじゃないのよ。消費税が１０％に引き上げられる２０１５年までに、１世帯当たり１７．５万円も負担が増えるのよ。７５歳以上の老夫婦の世帯で月平均１８万円の負担増だから、まるまる１カ月分の年金が消えてなくなる計算よ。これって、『社会保障と税の一体改悪』じゃないの」
⑤
そう平「消費税増税といえば先例があるよね。１９９７年、橋本内閣のとき、消費税を５％に引き上げ、その他の医療や社会保障の改悪で合計９兆円の負担が増えた。その結果、みんな物を買わなくなった。せっかく上向きになりかけていた景気は、一遍にどん底に。景気が悪くなったため税金を納める額も減ってしまった。消費税増税前にくらべると１４兆円も減ったんだ」
とも子「今回は消費税の５％引き上げをはじめ、総額２０兆円の負担増よ。９兆円の負担増の時でも大変だったのに、いま消費税を上げたらどんなことになるか分からないのかしら？しかも今はデフレの真っただ中、景気もまだまだ悪いのにね」
⑥
そう平「そこで、日本共産党は消費税に頼らないで、社会保障も経済も立て直す『提言』を発表したんだ」
とも子「そうね。最大のポイントは、社会保障の充実と経済改革を同時に進めることよ」
そう平「社会保障は早く先進国なみに前進したいところだけど、小泉『構造改革』以来あまりにひどく切りすてられてきたので、一遍にはいかない」
とも子「だからなのね。２段階に分けて、まず最初は、壊された社会保障を再生する、２段階目でヨーロッパなみに前進しようという提案なのね」
そう平「財源もそれに応じて２段階で考えている。だから専門家の人たちの間でも『現実的で有効な提言』と歓迎されているよ」
⑦
とも子「第１段階では、医療費の窓口負担を引き下げて崩壊した医療を立て直すのね。就学前の子どもは無料、現役世代は２割に、高齢者は１割にする。国民健康保険料は国の責任で年間１人１万円引き下げる。年金は毎年０．９％ずつ自動的に削減するマクロ経済スライドをやめ減らない年金の仕組みをつくる。年金を受ける資格が得られる期間を今の２５年から１０年に短縮し、国庫負担を一律３万３千円にして低い年金の底上げをする。特別養護老人ホームの待機者をなくし安心して利用できる介護保険にする。保育所は１年間で１０万人分、３年間で３０万人分を建設し待機児童ゼロを実現する。雇用は、失業保険の給付を拡充する。そのためには９兆円のお金が必要なのね」
そう平「消費税に頼らないでこの財源を作るには、八ツ場ダムやＦ３５などのムダを削って３．５兆円、大金持に力に応じた負担を求めて２～４兆円、大企業減税を見直すなどで３～４兆円など、しめて１２～１５兆円のお金をつくれる計算だ」
とも子「今回新しい提案がいくつかあるのね」
そう平「ひとつは富裕税。いまアメリカの大富豪ウォーレン・バフェットさんという人が『我々に増税を』と呼びかけ、これに応える動きが世界中に広がっている。今回の提案は、相続税の評価額で５億円を超える資産を持つ人に、５億円を超える部分に１～３％の税金うをかけるというもので０．５～０．７兆円のお金がつくれる」
とも子「為替取引税も新しい提案よ。為替取引に０．０１％というわずかの税金をかける。普通の為替取引なら年に何回かの取り引きだけだからほとんど影響ない。ヘッジファンドなど投機的な取引の場合、年間１０００回を超える取り引きでその総額は６０００兆円と言われてるのよ。０．０１％というわずかな税率でも６０００億円の税収になるわ。その上、投機的な為替取引の規制にもなり一石二鳥よ。」
⑧
そう平「２段階目では、年金は月５万円の最低保障年金の制度をつくる、医療費の窓口負担はゼロにする、介護の使用料もゼロにする」
とも子「この財源をつくるには、国民全体でその力に応じて負担することが必要ね。所得税の課税所得に対して１．５～１５％を上乗せして６兆円が確保できるのよ」
そう平「年収４００万円の世帯なら２万円ほど負担が増えるけど、国民の所得をふやす経済改革をすすめ、増税分を上回る収入になれば、差し引きの手取り額は増えるということになる。同時に最低保障年金や医療費の窓口負担の無料化などで国民負担が少なくなることが前提だ。これらをすすめるうえでは、国民的な討論で国民の納得づくで進めることが大前提だよね」
⑨
とも子「社会保障をよくするとりくみと並行して、国民の所得を増やし経済を内需主導で健全な成長の軌道にのせる民主的な経済改革をすすめることの大切さがよくわかるわ」
そう平「そのためにも、２６６兆円にも増えている大企業の内部留保を社会に還元することが必要だね。この１％をはきだすだけで１００万人もの雇用が生み出せる、１．８％を使えばすべての労働者の賃金を月１万円以上引き上げられるんだ」
とも子「そうなれば国民のふところが温かくなり、温かくなればみんなが安心して物を買う、みんながものを買うようになれば中小企業はもちろん大企業がつくった車や電気製品などの商品も売れるようになる、そうなれば景気もよくなって給与もあがるっていうわけね」
そう平「こういう好循環をつくるためには、大企業の内部留保の活用はもちろん国民全体の所得が増える政策が大事だね。雇用は正規が当たり前、働く人の７割を占める中小企業への本格的な応援、ＴＰＰ参加に反対し農業を本格的に再生する。原発ゼロに踏み出し自然エネルギーへの転換で新しい雇用も生み出す、安心して子育てができる社会にし将来的には年金の支え手が増える社会にする、これらのことをひとつひとつ実現していけば、社会保障の再生、充実もスピードがあがるよね」
とも子「大企業優先の仕組みを大本から改めれば、ずいぶん明るい展望が見えてくるわ」
⑩
とも子「この『提言』を知ればみんな賛成だと思うけど、『共産党はいいこというのになかなか伸びないね』と言われる」
そう平「僕もその声、よく聞くよ。その大きな原因のひとつはマスコミの役割にあると思う。日本は国民全体のなかで新聞を読んでる人の比率が世界一なんだ。テレビの普及率も世界一。その上すべてのテレビ会社は大手の新聞社と一体、そういう国は日本だけなんだ。その新聞社が財界応援、日本共産党無視の立場で一貫しているため日本共産党の姿が見えない、これが大きな原因だよね」
とも子「その上、財界の肝いりで『二大政党制』という最強の反共布陣が作られている。民主党と自民党以外は政党扱いしない、とくに日本共産党は視野の外におく、こういうことも影響していると思うわ」
そう平「これを打ち破るには日本共産党そのものをもっともっと大きくすることが一番だね。一般の新聞が書かない、国民が知りたいことを書いている『しんぶん赤旗』を広げることが大事だね」
とも子「そうね。もひとつ大事なことは、どんなマスコミの宣伝にも負けない『口コミ』の力も大事よ。『女のおしゃべり社会を変える』というからね。
⑪
そう平「みなさん、日本共産党にぜひ入党してください。日本の平和と国民の暮らしを守る、そのために社会を変えたいと願う人は誰でも入党することができます」
とも子「入党したら、『４つの大切』を実行します。①「しんぶん赤旗」（とくに日刊紙）を読む、②支部会議（週一回）に出る、③学習につとめ支部がとりくむいろんな活動に参加する、④党費（実収入の１％）を納める。ぜひ、あなたも入党してください。私からもお願いします。
そう平「僕からもお願いします。力を合わせてご一緒に消費税増税にストップをかけましょう」
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